
 

 

本研究は、成長戦略課題「森林空間を利用した山菜等栽培方法に関する研究」（令和 3～5 年度）の一部として実施した。 
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Summary：In Yamanashi Prefecture, suitable site for wild vegetable species in a forest area were studied. At 

each test site, the forest environment was surveyed for temperature, humidity, canopy openness, etc. 
Based on these results, wild vegetables suitable for each forest space and planting location was compiled, and a 

simple cultivation method for each species was studied. 
 

要旨：山梨県内の試験地において、その森林空間及び森林空間内に適していると思われる種を植栽し、成長量や収

穫時期などの調査を行った。各試験地では温度、湿度、開空度、照度等の森林環境調査を行った。 

これらの結果から、それぞれの森林空間、植栽位置に適した山菜をリストアップし、それぞれの種の簡易栽培法につ

いて検討し、栽培方法の確立を行った。 
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１ はじめに 

 
山梨県森林総合研究所では、山菜や薬草など特用林

産物の普及啓発および研究フィールドとしてシミック八ヶ

岳薬用植物園を平成 9 年に開園した。薬用植物園におい

て、ウコギ、モミジガサ等の山菜の増殖・栽培方法および

サトウカエデ等の特用樹の栽培方法について研究を行っ

てきた（戸沢 ２００６ a,b, 2007 a,b）。  

やまなし森林整備・林業成長産業化推進プランでは、

新たなビジネスの創出が求められているが、森林空間の

活用を図る一つのツールとして、山菜がある。タラの芽や

ギョウジャニンニクなどの山菜やクロモジ、サンショウなど

の特用樹は都市住民からも人気があり、森林空間の新た

な活用方法として有望である。 

これらの特用林産物を山梨県内の様々な森林環境に

適応するためのマニュアルが必要である。そこで、これま

で薬用植物園で行ってきた特用林産物の栽培方法につ

いて、山梨県内の標高、上層木樹種、開空度など、異なる

環境で栽培を行い、森林環境に応じた栽培種・栽培方法

についてマニュアルの作成に向けた研究を行った。 

なお、本研究は「恵みの森」事業と協力して行い、試験

地は事業地で行なった。 

 

２ 調査および試験方法 

 
2.1  山菜栽培試験 

山梨県内に森林環境の異なる４ヶ所の試験地を設定し

た。各種山菜を栽培し、成長等を調査することにより、栽

培に適した環境を調査した。 

 試験地の概要を表１に示す。 

試験地 大月市 山中湖村 早川町 笛吹市

標高 418m 992m 483m 1010m

特徴
開空率10%
暗い森林

開空率30%
整備された
森林

開空率70%
植生は多い

開空率60%
植生は多い

自生種 フキ
フキ、サン
ショウ、ワ
ラビ

フキ、サン
ショウ、ウ
コギ、タラ
ノメ

ワラビ、ウ
コギ、ハリ
ギリ、ウド

 
植栽する山菜については、事業者の希望と環境を調査

の上、協議して選定した。各試験地に植栽した山菜は表２

のとおりである。 

表１ 試験地の概要 
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試験地 大月市 山中湖村 早川町 笛吹市

ギョウジャニ
ンニク

ギョウジャニ
ンニク

ギョウジャニ
ンニク

ギョウジャニ
ンニク

モミジガサ モミジガサ モミジガサ モミジガサ

ウコギ アキタブキ アキタブキ アキタブキ

タラノメ ウコギ ウド

植栽植物

 
各試験地における環境調査および植栽植物の成長量、

生存率などを調査し、それぞれの植物に適した環境を検

討した。 

 
２－２ 選抜試験 

ウコギにおいて、品種選抜の基準について検討した。調

査項目として、採取効率に影響する棘の有無、葉の大きさ

について検討した。 

 

３ 結果および考察 

 
３-1 山菜栽培試験 

各試験地における植栽した山菜類の生存率を表３に示

す。（笛吹市は 2022 年から試験栽培を開始） 

これまでの研究結果などから、今回導入した山菜は、

生存率が高いと予想されたが、大月市以外の地域での

モミジガサは、生存率が 80％程度まで低下した。これは、

大月市以外は開空率が高いことや、土壌水分が低いこと

が原因として考えられた。 

また、山中湖村では、シカの食害にあったため、タラノメ

の生存率が低くなった。シカの生息数の多い地域では、

対策を行う必要がある。 

その他の山菜では特にシカ外の被害は確認されていな

い。 

以上のことから、今回植栽した山菜に適した栽培環境

を表４に示した。 

植物名 開空率 標高 土壌水分

ギョウジャニンニク 10-50% 600-1200m 20 50％

モミジガサ 10-50% 500-900m 30 60％

ウコギ 30-80% 500-1000m 20 50％

アキタブキ 10-30% 600-1200m 60 90％

フキ 30-80% 300-900m 20 40％

コシアブラ 20-40% 600-1200m 40 70％

ウド 60-90% 400-1200m 20 30％
 

 
これらの結果をもとに山菜類の適地を、図１、２に図示

した。 

 
 

 

表 2 各試験地の植栽植物 

表 3 各試験地の生存率 

表４ 各山菜の栽培適地条件 

図１ 各山菜の適地条件（日照・土壌水分） 

2021 2022 2023

ギョウジャニンニク 95 93 91

モミジガサ 93 93 90

ウコギ 98 98 89

ギョウジャニンニク 94 92 85

モミジガサ 93 93 80

アキタブキ 86 86 80

タラノメ 91 91 40

ギョウジャニンニク 91 91 86

モミジガサ 92 92 81

アキタブキ 80 80 70

ウコギ 91 91 85

ギョウジャニンニク 88 81

モミジガサ 85 80

アキタブキ 90 86

ウド 80 80

笛吹市

試験地 植栽植物
生存率%

大月市

山中湖村

早川町
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2-２ ウコギの選抜試験 

自生しているウコギには、葉が大きなものや棘のない系

統があることが確認されている。ヤマウコギとヒメウコギは

通常、花と葉の位置関係で区別されるが、交雑により、区

別しにくいものもある。また採取の容易さを鑑み、棘のな

い系統や葉の大きさで個体選抜を行った。 

 

 

 
 

写真１にウコギの棘の写真を示した。左側の系統は、右

側の系統と比較して棘がなく、採取を効率的に行うことが

できる。 

写真２に葉の大きさが異なる系統を示した。南アルプス

採取の系統については、棘があるものの、葉も新芽も大き

く効率的な収穫が可能であると考えられる。 

 

 

 
今後、これらの系統を山梨県内で採取し、挿し芽を行う

などして増殖して、交配などを行い、新たな品種を検討す

る。 

 
2-３  栽培マニュアルの作成 

山菜の栽培試験の結果から、各山菜の栽培マニュアル

を作成した。今後、マニュアルを用い、栽培方法などを普

及していく。 

 
 
                              。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図 2 各山菜の適地条件（標高） 

写真１ ウコギの選抜基準（棘） 

図３ 栽培マニュアル（抜粋） 

写真２ ウコギの葉の大きさによる選抜 
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